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殺菌剤の一種，アクタマー Actamerを条虫寄生鶏に一

定量投与して，駆虫効力の検討を行ったのでその結果を

報告する。

材料及び方法

僻化後75-80自の白色レグホンの雄雛 5~~よりなる 1

群と，僻化後34円の白色レグホンの雄雛5羽の 1群，計2

群の鶏にオオハリアリ Eψonerasolitariaの腹腔内より

採取した橿原条虫の擬装尾虫7～20匹ずつを試食させ，

両群共一定期間鶏を飼育した。そして老熟片節が葉と共

に排出されるととを確認した後，鶏の体重1キログラム

につき約 100ミリグラムのアクタマー， 2,2・dihydroxy-

3,3仁 5, 51-tetrachloro・diphenylsulfide をカプセル

に入れて24時間の絶食後，Un群へは予備試験の意図の

もとに 1回，第2群へは第l群の駆虫効力が低かったの

で，効力を強めるために 2団連続投与した。アクタマー

を投与してしばらく鶏を飼育後屠殺して小腸内の寄生条

虫の生態を調査し，その結果カ、らアク夕マ一グ

を検討した。

試験成績

I.第1群の駆虫結果．

No.lから No.5までの 5羽の鶏に 7-20匹の擬嚢尾

虫を試食させ，16～49日後にアクタマー80ミリグラムず
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鶏？と寄生する条虫の駆虫薬としては古来専らカマラが

r使用されてきた。ととろがカマラの駆虫効力というのは

頭節をも含めた全虫体の駆虫ではなく ，strobilaが頚部

から切断されて排泊されるのみで，再生という点に関し

て最も重要な役割を演じている頭節の駆除は全く 不可能

であった。か〉る状態ては完全駆虫とは云えないので各

国の学者が種々の薬品を用いて駆虫実験を行ってきたが

頭節をも駆除出来る適当な駆虫剤が発見されぬまま今日

に至った。而るに最近，頭節をも含めた完全駆虫の実験

的研究がアメ リカに於て主として 2派の学者達により行

われている。 その一派は J.E. Guthrie and P. D. 

Harwood 0941, 1944, 1948）て有輪条虫 Raillietina

cees'icillus及び膜様条虫 Hymenolφiscariocaを対象

に錫を含有した種々の化合物を投与した結果，膜様条虫

には可なりの効力があることが判明したが，有愉条虫に

ついては効力が少なかった。 他の一派は K.B. Kerr 

(1948, 1952）て Guthrie and Harwood が駆虫に困

難性を残した有輪条虫の駆除に力を注ぎ，駆虫薬として

Hexachlorophene, 2, 2んdihydroxy.-3, 3に5,51, 

6, 61-hexachlorodiphenylmethane及び Butynorate,

・di-n-butyl tin dilaurate を試験的に使用した結果，両

者共有輪条虫の駆除に効力のあるととを発見した。時に

後者は前者の副作用としてあらわれる産卵率の低下を是

正する目的のもとに合成された薬品て現在のととろ有輪

条虫の駆虫については最も有力視されているが，未だア

メリカに於ても市販されるまて、には至っていないようで

ある。

そこで著者は有輪条虫？と類似して頭節に無数の鈎を有

している極原条虫 Raillietina(P.) kashiwarensisの

馬区虫を目的に未だ駆虫薬としては使用されたことのない
49 

つ投与した（第1表〉。 その後 3-5日間飼育してから

屠殺して小腸内を調査した結果第2表に示す如く 3-13

条の寄生条虫を発見した。市してこれら条虫の長さの測

定結果は第3表の如くであった。

Isamu Sawada: On the experiment for the re-

moval of the chicken tapeworm, Raillietina (Pa-

.roniella) kashiwarensis. (Nara Gakugei University, 

Nara, Japan) 

牢要旨は第25回寄生虫学会総会席上 （1956・4・6)

に於て発表した．
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した（第5表〉。そして第l回のアクタマー投与後21日

間，第 2回後10日間経過してから屠殺し，小腸内を調査

した。その結果第6表に示す如く， 僅かに No.8の鶏

にのみ96, 130, 163, 172ミリ メートノレの4再生条虫

の寄生を見た。尚アクタマーは姻虫駆除については何ら

効力は見られなかった。

考察

(1) アクタマー投与後第1群に於ては 3-5日後，

第 2群に於ては10-21日間の飼育後鶏を屠殺した。とれ

は著者 (1956）が行った橿原条虫の発育実験に於て，成

熟擬嚢尾虫を鶏に試食させた場合， 8日後に小腸内にて

幼条虫が肉眼て、観察出来る程度にまで発育しているとと

が判明しているので，若しアクタマーによってすべての

条虫が完全に頭節まで駆虫されないて、，虫体の中に頚部

から切断されて頭、節のみが残存している個体があった場

合には，それらの虫体の再生体は 8日後には明らかに肉

眼にて観察し得る程度に発育しているであろうとの想定

のもとにアクタマー投与直後の屠殺をさけてしばらくの

間飼育したのである。

(2) 屠殺後小腸内に寄生していた条虫は，その長さ

及び虫体の最後端の片節の形態から判断して 1例を除外

してはすべて明らかに一度頚部から切断されたものが再

生した虫体であるように考えられる。即：！：）第1群に於て

は No. 3の鶏に寄生していた 6条のうち 297ミリメー

第 3表に同じ持1

I＝条虫の長さ

II＝長さの平均値

6条のうち 1条のみ頚部から切断さ れない条

虫を示す

アクタマー屠殺時に於け
寄生条

投与後の飼る擬嚢尾虫投
虫の数

育期間（日）与後の日数

5 23 

5 21 

5 21 

3 52 

3 52 

*l 

*2 

n.第 2群の！駆虫結果

No.6から No.10までの 5羽に18日間の間隔をおいて

io匹ずつ計20匹の擬嚢尾虫を試食させ，第 1回の擬嚢尾

虫投与日より 35日後，第2回のそれより 27日後に鶏1羽

について70ミリグラムずつのアクタマーを投与した〈第

4表〉。而してとれより 10日後に No.10の鶏は犬に佼殺

されたので解剖して小腸内を調査した結果約70ミリメ ー

トルの長さを有する再生条虫が 1条のみ寄生していた。
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トルの長さを有していた 1条を除外すれば，第 3表に示

す如く ，すべて10.3-78.5ミリメートルの範囲内に入る

幼条虫て，虫体の長さの平均値は12.8-55.2ミリメート

ルであった。叉本試験中の屠殺時に於ける擬嚢尾虫投与

後の期間は第1群ては21-52日てある。か〉る条件を，

前に著者が行った本条虫の発育実験〈沢田1956）から考え

ると，若し木試験に於てアクタマーによって虫体が頚部

から切断されていないとすれば，当然虫体の長さは21日

以後に於ては No.3の鶏に寄生していた 297ミリメート

ノレの長さの条虫の如く ， 250ミリメー トル以上の長さを

有する替である。一方第1群に於げるすべての虫体の最

後端の片節の形態は originalterminal segmentでもな

い。叉成条虫に発育してから屠殺時までの期間は短いも

ので 6日間，長いものでは27日間であるが，ζ れ位の期

間中に木先虫に於ては普通状態て頚部から切断されて

strobilaが排出されるとは考えられない～以上述べた

諸点からして 1条の例外を除いてはすべてアクタマーに

より一度頚部から切断されて頭部のみ残存した個体が再

生したものであることは確実てある。尚先の発育実験に

於げる際の擬嚢尾虫試食後 3日目の虫体の長さの平均

3.94ミリメートル， 5日目のそれは 20.63ミリメ ートル

であった。これを本試験中に於ける虫体の長さと比較す

れば前者がはるかに長形であるが，とれは擬嚢尾虫から

の発育と具り ，己に出来上っている，換言すれば鈎着し

ている頭節に続く頚部からの再生体であるから発育が速

やかであるためであろう。

(3) (2）に於て述べた乙とは第2群についても全く同

様であるが，第2試験に於ては 2回の連続投与により，

No. 8の鶏にのみ再生虫体が残存し，No.6, 7, 9の

鶏には虫体は発見出来なかった。との際残存していた頭

節は微小てあるから見落したのではなかろうかとの疑問

が生ずるが，アクタマー投与後屠殺時までの期間は第1

回の擬嚢尾虫投与時から21日間，第 2回のそれからは10

日間も経過しているから，若し頭節が残存していれば，

屠殺時に於ては明らかに肉眼て観察し得る程度にまで発

育した虫体が寄生している筈である。而るに8羽の鶏に

は全く寄生虫体を発見することが出来なかったので，ア

クタマーによって頭節までも完全に駆虫されたと考えて

もよい。尚 No.8の鶏には 4条の再生幼虫体が見られた

が，更にもう一度アクタマーを服用させれば完全に駆虫

出来るものと考える。

くの 第1群に於げる橿原条虫の寄生率は30-65%で

平均は50.1%であった。これは著者の行った本条虫の発

〔寄生虫学雑誌、・第 6巻 ・第 1号〕

育試験（沢田1956）に於ける際の20匹ずつの擬嚢昆虫を

9固にわたって試食させた時の平均感染率92.2%に比較

すればはるかに低い感染率である。とうしたととから考

えると頚部から切断された条虫以外に明らかに頭節まで

も駆除された虫体があると判断しても差しっかえないよ

うに考える。

更に第2群に於ては条虫が寄生していた鶏は僅かに1

羽のみで平均感染率は 2%となるから，2団連続投与し

た第2群の場合は多数の条虫がアクタマーによって完全

に駆除されたととは確実である。

結論

(1) 橿原条虫の中間宿主であるオオハリア リの腹腔

内より採取した擬装尾虫を人為的に 10羽の鶏に試食さ

せ，しばらく飼育して排出片節から条虫が寄生している

ことを確認後，5羽ずつの 2組にわけ，第1群？とは 1回，

第2群には18日間の間隔をおいて連続2回，鶏の体重1

キログラムについて 100ミリグラムずつの Actamer,

2, 21-diphydroxy-3, 3七 5,5人tetrachloro・diphenyl-

sulfideを投与した。

(2) 第1群に於てはアクタマー投与16-49日後，第

2群に於ては10-21日後に鶏を屠殺して小腸内を調査し

た結果，前者ては 1条の例外を除いて，すべて一度頚部

から切断されて再生した幼虫体が寄生していた。その平

均寄生率は50.1%，後者に於ては僅かに1羽の鶏にのみ

4条の再生虫体が見られたのみで，他はすべて頭節まで

完全に駆虫されていた。

(3) アクタマーを2回以上連続投与すれば橿原条虫

の strobilaは勿論，頭節までも完全に駆虫するととが

出来る。
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Summary 

The data presented in this paper shows that 

Actamer, 2, 21-dihydroxy 3, 31, 5, 51-tetrachloro・

dihpenylsulfide, has a high e伍cacy for the 

removal of tapeworms, Raillietina (P.）初shiwa-

11 

rensis, from experimentally infected chickens. 
When Actamer at the dose of 100 mg per kg 

body weight was only once given to chickens, 

most of the tapeworms were cut o任 atabout 
the neck and only long pieces of strobila were 
eliminated. But when Actamer at the same 

dose mentioned-above was given to chickens two 

times consecutively at the interval of eighteen 
days, almost all the tapeworms were removed. 

Actamer has no anthelmintic value for Ascaridia 
galli or Heter，枕isgalliγzae. 
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